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結婚愛は要？不要？

家族愛

結婚愛

恋愛

主従愛

親子愛

友愛愛

16-
17

世
紀
西
欧



二つの思想

キリスト教

古典（ギリシア・ローマ）



キリスト教

•「産めよ、増えよ、地に満ちて地を従わせよ

」（「創世記」1章28節）

• 「主に結び付く者は主と一つの霊となる」(「第
一コリント書」6章17節)

多産

独身



貞淑と不貞：カトリックの分業階層
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聖職者の結婚

• 世俗領域にある結婚

• 結婚の価値はプラス

ルーカス・クラナハ「ルターとその妻カテリーナ」



結婚の世俗化
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恋愛から結婚へ（西欧17世紀以降）
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恋愛

• ブロンテ『嵐が丘』

–キャサリンとヒースクリフ

• 渡辺淳一『失楽園』

–久木祥一郎と松原凛子



恋愛から結婚へ（西欧17世紀以降）

現代：愛情の「ふるまい」が強制

家族愛

結婚愛
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ロマンティック愛：二者関係

1. 二人のそれぞれの畏敬の対象となっている。

2. 他者を排除した二人だけの世界に入る。

3. 「儀礼的メカニズム」

– 「感情は増幅され、二人の関係そのもののシンボ
ルに付着する」 （ランダル・コリンズ）

世俗的崇拝→聖的崇拝との混同



16世紀以前

• 結婚：愛がないことが当たり前

–「自分の妻を激しく愛するのは姦淫で
ある」

• (ペトルス・ロンバルドゥス『命題集』4巻 31節5章） [12世紀中]



結婚の目的：子孫と資産保全

結婚の質：

燃焼する恋愛とは別

「夫婦互いにわかり合う結婚愛」という観念は稀

結婚の目的：

子孫を残すための仕組み

両家の資産保全



妻の役割：家系の継続

クラナッハ「子供を祝福するキリスト」 1546年頃



結婚における禁忌：不貞と不妊

• 妻の役割

1. 家系の継続 ＜産む機械＞

2. 財産の保持 ＜約束手形＞

• 不貞と不妊

1. 非嫡出子への嫌悪、軟禁

2. 離婚



陵辱への嫌悪

ティツィアーノ「ルク
レツィアの陵辱」
1570年



ティツィアーノ「ルク
レツィアの自殺」
1515年
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多産

↓

妊娠の確認



親密さ

ティツィアーノ
「結婚の寓
意」1530年頃

夫婦の視線
のすれ違い

薄い親密さ



親密さ

ルーベンス「ルーベン
スと妻イザベラ・ブ
ラント」1609-10年

夫婦の濃さ
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寓意

• 特徴的な物や仕草によって、定型の抽象概
念を顕す手法
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寓意

• 特徴的な物や仕草によって、定型の抽象概
念を顕す手法
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ジョヴァンニ・ベッリニ「運命」
1490年頃
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出産

↓

移ろいやすさ

↓ 

産褥による死



ティツィアーノ
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出産

↓

愛・信仰・希望



チェーザレ・リーパ「結婚の
寓意」1530年頃



寓意志向とエンブレム
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古代憧憬：ホラポッロー『聖顕図像文字』

• クルストフォーロ・ブンデリモンティ(Cristoforo
Bundelimonti)

• 『ギリシア島紀』 (1420)

アンドロス島

↓

ホラポッロー

写本

フィレンツェへ

• １４１９年



Hori Apollinis selecta hieroglyphica. Imagines vero cum priuilegio
(1599)

二足有り立つの
は、

• 冬至の太陽の
進路
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フロイトの発見

Hori Apollinis selecta hieroglyphica. Imagines vero cum priuilegio
(1599)

喉から下がる心
臓は、

• 善良な男の口

http://www.brooklynmuseum.org/opencollection/archives/set/277/hori_apollinis_selecta_hieroglyphica._imagines_vero_cum_priuilegio.


画像情報と文字情報の共在
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シンボルを介した異化効果

• 過去と同じ言葉・図を使いながら異なったこと
を示す

• 連続性と相違のゲーム

• 複雑と異常



複層共在

聖俗の混交
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多産

↓

妊娠の確認



聖俗の混交

コルネリウス・ファ
ン・ファーレム
「修道士と修道
女」1591年



まとめ

• 通念は時代により異なる

1. 結婚観：目的は多産

2. 聖俗の区分は曖昧

3. 物・行動の象徴的意味は複層的



結婚の価値を認める



新・韜晦趣味
1. 真実はどこかに必ずあると信じる。
2. 真実に至る順延・循環は豊かさ
3. 迂回・順延を楽しむ→反復強制（タナトス願望）

真実はどこ
かにある

探すことは
よいこと

真実発見

真実の断
片とわかる

順延と
循環



＜凌辱＝結婚＞というテーマ

エウローパの凌辱
プーロセルピナの凌辱
妖精ダフネーの凌辱

ポライウォロー「アポッロー神と妖精ダフ
ネー」15世紀後半



プーロセルピナと冥界神プルートー

ジョーゼフ・ハインツ「プーロセルピナの凌辱」1598-1605年



不当略奪か正当な結婚か

• 不当略奪
– 「あなたも、豊穣女神さまの同意をえないで、婿になることはで
きません。略奪などはもっ／てのほか！／／まず頭をさげてお
願いしなければ! れっきとした事柄に／つまらぬたとえを持ち
出してよければ、このわたしも、アナボスの河神に愛されたこと
が／あります。／結婚もしましたが、たっての願いをいれたから
で、このお嬢様のように、恐怖のためで／はなかったのです」

• 正当な結婚
– ユピテルは答えました。「娘は、わたしにとって、お前との愛の
証しであり、／共通の責任でもある。が、ものごとに正しい名を
つけるのがよいというなら、／今回の件は、不法行為というに
はあたらず、／真実の愛の結果だ。また、あの婿ほ、けっして
わたしたちの恥にはならないだろう／―お前の同意さえあれば
な。たとえほかに欠点はあっても―／このユッピテルの弟だと
いうことは、何と立派なことではないか!」



凌辱／結婚／多産

美

愛悦楽

凌辱

結 婚

多 産



画像表象と言語表象

• 隷属

–画像表象は言語表象を模写している。

• 文学材源→画像表象が生まれる

• 共犯

–画像表象は言語表象を更新する。

• 文学材源に触発→画像表象が生まれる



これ以後のスライドは資
料用で、発表とは直接
の関係がありません。

コピーは不要です。


